
マクロを有効にする

1. 新規ファイル作成

ファイルをコピーします。

＊フォルダごとドロップしても構いません。

名前を、「日報原本」などに変更入力

＊エクセル2007以前のバージョンでは拡張子（.xls）は、削除しないこと！

2. 工事日報を新規に作成→マクロを有効にする

　　＜エクセル２００３の場合＞

　　　　　エクセルが起動し、ファイル内にマクロが有るので開くか、聞いてくるので

　　　　　　左画面が出ない場合は、下画面のように「ツール」→「マクロ」→「セキュリティ」

　　　　　　→「セキュリティレベル」→「中」を選び「ＯＫ」を押してください。

以上の作業が終わりましたら、一度ファイルを閉じ再度「日報原本ファイル」開き直します。

会社情報、科目、工種、単価など追加する場合は、この原本を変更します。

新規に見積書を作成する場合は、この原本をコピーし、名前の変更

  　　　　作成する見積のファイルをダブルクリック

ＣＤを開き、その中の「工事日報原価管理楽々作成システムＶｅｒ．１．０１」

コピーしたファイルを、任意の場所（デスクトップ、マイドキュメント）などへ

張付ける。

そのファイルの上へ、ポインターを移動し右クリック

選択項目の中から、名前の変更クリック

工事日報原価管理楽々作成システムＶｅｒ．１．００　マニュアル

　　　　　はい　を選択して下さい

により現場名を入力して下さい



　　＜エクセル２００７の場合＞

左端付近に以下の画面が現れた場合には

「オプション」→「このコンテンツを有効にする」にチェックを入れ

「ＯＫ」ボタンを押します。

上の画面が出ない場合には

左上の「officeボタン」→「エクセルのオプション」を選びます。次に、「セキュリティセンター」→「セキュリティセンターの設定」

を押します。

　　　　　「マクロの設定」→「警告を表示してすべてのマクロを無効にする」にチェックを入れ「ＯＫ」で閉じます。

以上の作業が終わりましたら、一度ファイルを閉じ再度「見積原本ファイル」開き直します。

すると　最初の画面　が出てきますので「オプション」→「このコンテンツを有効にする」→「ＯＫ」の順にボタンを押します。

作成する見積のファイルをダブルクリック



■基本情報を登録しましょう
　 ＜工事情報入力方法＞

ＨＯＭＥより「工事登録」をクリックします。

必要項目に記入してください

記入が終わりましたら「ＯＫ」を押してください。

入力した情報がＨＯＭＥ画面に反映されたのを確認ください。

＜カレンダー設定方法＞
続いてカレンダー設定を行います。

「カレンダー」をクリックします。

まずは赤○の矢印キーを押して月を選択します。

「曜日設定」は、例えば１日の曜日が水曜日ならば、「水」をクリック

16日の曜日が木曜日ならば、「木」をクリックします。

カレンダー設定は月変わり毎に変更してください。

終わりましたら「職種登録」をクリックします。



＜原価登録方法＞

それぞれの職種には「工種名」「単価」「単位」を入力します。

建築工事なら「工種名」には鳶工、鉄骨工、鉄筋工などを入力

日当15000円の職人の場合、「単価」〝15000〟「単位」〝日〟となり、

月50万円の職人なら、「単価」〝500000〟、「単位」月になります。

同じ要領で「機械登録」と「資材登録」も記入していきます。

＊以上まで入力が終わりましたら一度保存しましょう。

ＨＯＭＥ画面を開き、右側の赤枠に注目してください。

赤枠内の数字は日報の日付になっています。

数字をクリックするとそのページに移動します。

とりあえず「１」を押してみてください。

■工事日報を入力しましょう



「１」をクリックすると画面のページに移動します。

赤線のように○年○月の１日に移動しました。また、カレンダー設定

で登録した曜日も自動入力されています。

「天候」のすぐ横の紫ボタンを押して、天候を選択してください。

「コード」横のボタンで登録した情報がプルダウン表示されますので

該当するコードを入力してください。

「作業内容」には、職種作業を記入します。

それでは「ＨＯＭＥ」に戻ってみます・。

　　　　　　　このように人件費、購入資材、リーズ機材等の原価管理と日報管理が簡単に行えます。












